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○…良好,  △…要注意,  ×…不適　　（注）基材が化粧合板の場合は合板の表面に凹凸（エンボス）加工が施されているものを除く。
※CM, FM品番は、金属板などの平滑な基材に施工されることをお奨めします。

○…良好,  △…要注意,  ×…不可

施工後の注意とメンテナンス

準備作業がベルビアンの施工仕上がりの良否に影響を
与えます。以下の項目を必ず守るようにしてください。

※1　   マークのついた品番（ベルビアンEX）は、耐侯性・
耐汚染性に優れた内外装用シートです。垂直面で使
用した場合、褪色・変色について約10年の耐候性
を有します。（保証値ではありません）

ハイブリッドタイプ粘着剤
□ベルビアンの多くについては、ハイブリッドタイプの
粘着剤を採用しています。施工時のエア抜きはフラ
ットタイプの粘着剤に比べて容易ですが、圧着は十
分に行ってください。
　EX, CM, FM品番等、一部ハイブリッドタイプ粘着剤
でない仕様（フラットタイプ）もございます。
　フラットタイプの粘着剤はハイブリッドタイプのエア
抜き機能がないため、施工時のエアー残留にご注意
いただき、特に十分な圧着を行ってください。

有機溶剤が含まれているプライマーや
シーラーを使用する場合には、充分な換
気を行うとともに、引火を防ぐため、火
気類を近づけないようにしてください。

！
注　意

離型紙、端材などを床に放置しないで
ください。歩行中に踏みつけ足を滑ら
せて転倒する恐れがあります。正反
（50m巻き）は20kg以上の重量物と
なりますので、安全のため荷扱いには
充分注意してください。

！
注　意

離型紙と柄リピートの種類
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※2　   マークのついた品番は、垂直面で使用した場合、
褪色・変色について約3～5年の耐候性を有します。
（保証値ではありません）

端材などを廃棄する場合に焼却します
と、塩化水素ガス等の有害なガスを発
生します。   
特にベルビアンEX（EA,EF,EK,EM,ES,
EW）はフッ化水素ガスを発生し危険です
ので、法令「廃棄物の処理および清掃に
関する法律」に従い、許可を受けた産業
廃棄物業者に処分を委託してください。

保管
□必要数量をカットした後、残った製品は離型紙を内
側にし、紙管に巻いて、ポリ袋に入れエンドキャップ
で宙吊りにし、専用ダンボールケースに入れ、温度、
湿度の低い暗所で保管してください。必ずシートに
緩みが無い様に手で巻き締め、ほぐれない様にテー
プで固定してください。シートが緩むと離型紙と剥離
が発生する場合があります。
□40℃を超えるような場所での保管、長時間にわたる
放置は避けてください。粘着力低下による密着不良
の原因となります。
□購入後1年以内に使用するようにしてください。

運搬
□製品が保護されるように梱包しています。輸送及び
運搬に際しては、正反のもの（50m巻き）は梱包ケ
ースのまま、端尺のものは包装仕様のまま荷扱いし
てください。
□梱包ケース（箱）は縦置きせず、寝かせて運搬してく
ださい。（6段以上の積み重ねはしないでください）
□カット品のベルビアンは、離型紙を内側にし紙管に
巻いて運搬してください。この際、シートにキズや折
れジワがつかないように下積みは避けてください。

貼り作業
□完全な接着性能を発揮させるために、圧着は充分に
行ってください。施工時に外観上接着しているように
見えても、微細なエアがシートと基材の間に残ってい
る場合は、環境温度が上昇するとエアが膨張してシ
ートの表面に膨れが発生することがあります。
□折り曲げ加工をする際、強い力がかかると白くなる
場合がありますので、ドライヤーを併用しシートを温
めながら作業するか、施工後、温めてください。
□施工時は、ベルビアンスキージーを使用してくださ
い。また場合によっては、柔らかい布を巻き付けて使
用してください。表面のキズ防止になります。特に鏡
面タイプは水でぬらした柔らかい布を巻きつけたス
キージーで施工してください。

□ベルビアン表面に、粘着テープや養生テープなどを長
時間貼ったままの状態にしておくと、べた付いてきれい
に剥がせなくなることがありますので、ご注意ください。
□同じ柄でもロットにより色調、ツヤ等若干の差異が
生ずる場合もあります。製造ロットの違う同柄を貼り
合わせるときには特にご注意ください。また光源や
環境、見る角度によってジョイント部分の表情・質感の
左右差が強調されることがあります。トラブルを未然
に防ぐ上でも、透かし目地等の目地処理で納めるこ
とをおすすめします。
□単色であってもシートには方向性があります。流れ方
向を合わせないと、突き付けた場合色が違って見えま
すので、離型紙のロゴマークが正しく読める方向を上
にして合わせてください。
□ベルビアンを貼付した後の作業でビス留め等を行う際
には、応力でシートがよじれて皺にならないように注
意して作業を行ってください。

施工のあとに
□シート裏面の粘着剤は、時間とともに下地との密着
性が上がるように設計されています。貼り替えなど
によりシートをはがす際、下地の種類によっては基材
を傷めるおそれがありますので注意してください。

メンテナンス
□日常的な汚れは薄めた中性洗剤を柔らかい布やス
ポンジ等につけて清掃してください。清掃後、残った
洗浄剤は水拭きし、除去してください。
□キズの原因となりますので、クレンザーなど研磨剤
が含まれている洗浄剤は使用しないでください。
□シート表面の劣化の原因となりますので、シンナー、トル
エン等の溶剤は使用しないでください。ただし、耐溶剤
性に優れているベルビアンEXの落ちにくい汚れを除去
するには、シンナー等の溶剤を使用してもかまいません。
□漂白成分の含まれる洗剤で清掃すると表情が変化
する場合がありますので、ご注意ください。
□汚れが落ちにくい場合は、メラミンスポンジなどで
軽く拭き、やわらかい布で水拭きと乾拭きを行ってく
ださい。強くこすりすぎると、表情が変化することが
ありますのでご注意ください。

屋外への施工にあたり
□傾斜面や水平面などでご使用された場合、耐候性な
ど本来の性能が発揮されないことがあります。
□　マークのついた品番（ベルビアンEX）や　マーク
のついた品番を屋外で使用する場合、設計段階から
の打ち合わせが重要です。
□事前に工場でパネル等に施工することを推奨しますが、
現場施工の場合には作業環境温度は10℃～35℃、
養生に配慮し、ドライヤー等を使用して入念に施工
してください。
□雨天や強風など悪天候下での施工は避けてください。
□カッター等で表面を傷つけることは避けてください。
シートの外観仕上がりに影響を与えたり、性能を低
下させる恐れがあります。
□ジョイントの突き付け貼りは避けてください。目すき
部分から雨水が浸透し、接着面の浮きやハガレにつ
ながります。
□ベルビアンは水分に対して充分な耐水性を持ってい
ますが、下地基材の変質（錆、膨潤など）により仕上
がりの表面状態が悪くなる場合があります。屋外へ
の施工に際しては、耐水性のある基材を選択しプラ
イマーを塗布の上、重ね貼り施工をしてください。
□重ね貼りの際は、重ねる部分の表面をサンディング
してからプライマーを塗布してください。また、シー
リング処理などを施すなど、端部から水が入り込ま
ないよう配慮してください。
□シーリング剤の使用にあたっては各シーリング剤の
表示ラベル、取扱説明書に従ってください。
□下地調整については、当冊子P4をご確認ください。

柄合わせ（リピート）
□一般的な壁紙と同様、ベルビアンにもリピートがあ
ります。板目柄や大柄など、柄合わせを考慮する必要
がある柄もありますので、各サンプル下部にリピート
の参考値を記載しています。　　　　　　　　　
※製造上避けられないばらつきがありますので、リピ
ート値は参考値としてお考えください。

重ね貼り
□内装制限にかかる部位において、改装等のため既存
の化粧フィルムの上にベルビアンを重ね貼りする
と、不燃あるいは準不燃材料としての認定番号の適
用対象になりませんので、ご注意ください。
□ベルビアンを重ね貼りする場合は、重ねる部分に
ベルビアンプライマー ZもしくはBP-1000を塗布
し、乾燥を確認してから施工してください。その際、プラ
イマーがはみださないようご注意ください。
□製品仕様やエンボスによっては、重ね貼りが難しいも
のがあります。重ねる部分の表面をサンディングして
からプライマーを塗布してください。（特にMT , EX
品番とCM-121 , CM-124など）

廃棄上の注意

！
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粘着剤

エアが抜ける仕組み

エアが特殊形状の細かい溝を通って抜けてゆきます。

エア抜き溝

エア

施工にあたり施工の前に

施工前の確認
□製造ロット番号が紙管（巻き芯）及びダンボールケー
スの側面に記載されています。施工前にロット番号
を控えてください。万一トラブルが発生した場合に
は、ロット番号をお知らせください。

作業環境
□暗所での作業は、エアや仕上がり欠点の発見を困難
にしますので、充分な明るさを確保してください。
□埃や塵が仕上がり表面に突起を生じさせる原因と
なります。事前に作業場所周辺の床を清掃し、水を
撒くなどの防塵対策を行ってください。

作業温度
ベルビアンの施工温度範囲は、10℃～35℃です。
□10℃以下になりますと粘着力が低下し密着不良によるシ
ートの膨れ・浮きが発生することがあります。施工現場の環
境温度が10℃以下の場合、環境温度を上げ、なおかつ下
地基材を温めてください。また、ドライヤーを併用しシート
を温めながら圧着してください。

□折り曲げて貼る場合、低温時や製品によっては、表情が変化
することや白くなることがありますので、貼る際にドライヤ
ーを併用しシートを温めながら注意して施工してください。

□低温時にはカットの際、裂けやすくなりますのでご注意くだ
さい。

裁断
□縦横約50mm間隔で方眼が入っていますので、裁断の
目安にしてください。

□ベルビアンを裁断したり、巻き直したりする際、表面のキ
ズ防止や静電気による塵や埃の付着防止のため、床や
作業台に充分に清掃したシート裁断用下敷きなどを敷
いて作業してください。

□ロールからシートを巻き出した際、平面状にすると離型紙と
シートが剥がれてしまうことがありますのでご注意ください。

□裁断したベルビアンの一時保管は、離型紙が内側になる
ように巻き、端部をマスキングテープで仮止めした後、縦
置きして保管してください。シートに傷や折れジワがつか
ないように下積みは避けてください。

□柄合わせが必要な場合には、柄を見てやや長めに裁断す
るようにしてください。

熱への配慮
□ベルビアンは合成樹脂製品ですので、長時間50℃
以上、または、-10℃以下になるような場所への施工
は避けてください。
□加熱されたフライパン、ヤカン、アイロンなど高温の
ものが置かれる場所に使用しないでください。シー
トの変質を招きます。

下地基材の色
□下地基材の色によっては、仕上がりの表面色が影響
を受けることがありますので、試験貼り等を行って確
認してください。

下地基材の影響
□特に平滑で光沢の高い柄については、下地基材の
影響で仕上がりの外観が悪くなる場合がありますの
で、試験貼りを行って確認してください。

「∞PVC」マーク
□「資源の有効な利用の促進に関する法律」に基づき、
ベルビアンの裏面には、材質が塩化ビニルであるこ
とを示す「∞PVC」マークが薄く印刷されています。
裏面から光があたると、色柄によっては表面に「∞
PVC」マークが透けて見える場合がありますのでご
注意ください。

水廻りへの使用
□ベルビアンは水分に対して充分な耐水性を持ってい
ますが、下地基材の変質（錆、膨潤など）により仕上
がりの表面状態が悪くなる場合があります。
□水廻りへの施工に際しては、耐水性のある基材を選択
しプライマーを塗布の上、重ね貼り施工をしてください
（→重ね貼り参照）。また、シーリング処理などを施すな
ど、端部から水が入り込まないよう配慮してください。

太陽光への配慮
□屋外（軒下や軒天を含む）に使用する場合、　か　マ
ークのついた品番から選定してください。
□屋内でも、窓などの開口部周辺の部位では、太陽光
による褪色に対する配慮が必要です。　か　マーク
のついた品番から選定してください。照明器具から
出る紫外線による褪色にもご注意ください。
□傾斜面や水平面に使用した場合、日照時間・気候・
方角などの使用環境によっても耐侯年数は変動しま
すのでご注意ください。

□屋外への施工に際しては、「屋外への施工にあたり」
をご参照ください。

VOC削減への取り組み
□ホルムアルデヒド、クロルピリホスを使用していませ
ん。トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンを原
材料として使用していません。
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全般の注意事項

下地基材別外観仕上がり表（参考）・加工特性表（参考）

下地基材別外観仕上がり表（参考）
□各品番の特性を正しく把握し、施工場所、下地基材に合ったシートを使用してください。基材によっては、外観仕上がりが影響を受けます。
※3　製品によっては施工後にアウトガスによる膨れが生じる場合があります。ご注意ください。

※下記に記載した情報は参考情報で、保証するものではありませんのでご了承ください。
※品質改善のため予告無く仕様を変更することがあります。最新の情報はお問い合わせください。

加工特性表（参考）
□各品番の加工適性を十分把握し、
　加工面に合ったシートを使用して
　ください。過剰な引き伸ばしは、
　色変化、模様ムラの原因となります。

平
面
・
二
次
曲
面

三
次
曲
面

基材

品番

A, BC, C, DA, F, K, NC, 
PR, S, SA, SW, W, WA, WB

MT

EA, EF, EK, EM, ES, EW

BR, CO, CY, MA

CM, FM

A, BC, C, DA, F, K, NC, 
PR, S, SA, SW, W, WA, WB

MT

EA, EF, EK, EM, ES, EW

BR, CO, CY, MA

CM, FM

基材
法定不燃下地とは

異なります
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木質系 無機質系
ボード類 金属板 樹脂・その他
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※ ※ ※ ※

＊ただし、　マークのついた品番（ベルビアンEX）および、　マークのついた品番は外装用途で
もお使いいただけます。「太陽光への配慮」「屋外への施工にあたり」をご確認ください。
＊ベルビアンには様々な仕様の製品があります。使用部位や下地基材の種類などにより、仕上が
りや性能に問題が生じる場合もあります。特徴をご理解いただいた上で、色柄の選定をされる
ことをお奨め致します。

ベルビアンは、基本的に内装用途にお使いください。
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